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独自の繊維構造を持つカーボンの一種で、NASA（アメリカ航空宇宙局）も認める高性能素材。
特徴は従来のものより衝撃を吸収できる点で、素材単体では、約130％もの衝撃吸収性能を
発揮する。今回、「BURN」の3機種、「BLADE」の4機種に採用されている。

ビー・エル・エックス

バサルト・ファイバー ＋ カロファイト・ブラックにより生まれるパワー、コントロール、そして心
地良いフィーリングを兼ね備えた新素材がＢＬＸ。バサルトとは火山の火口付近に現存する「玄
武岩」のことで、バサルト・ファイバーとはその「玄武岩」を1500度の高熱で融解したファイバー。
それは①衝撃・振動をスムーズにする。②遮音性が高い。③軽量で安定性が高いという特性
を持つ。これをカロファイト・ブラック（ウイルソン独自のナノ・テクノロジー・カーボン）に融合
させることで、高いパワーとコントロールと共に、心地良いフィーリングをも実現する素材。

トライアド

ヘッド部分とシャフトグリップ部分を分けて
成型したテクノロジーで、「パワー」「コント
ロール」「打球感」を向上させる。両フレーム
を結合しているのは、高衝撃吸収材「アイソ・
ゾーブ」。高層建築の基盤にも使われる耐振
動素材が、不快な衝撃をシャットアウトして
くれる。

オクタゴン・フレーム

【剛性と空気抵抗の軽減に優れる】
フレームの断面形状に採用されたのはオクタ
ゴン（八角形）形状。多角形による変形制御
性能に優れ、強烈なインパクト時もブレること
なく強力にボールを加速させる。同時に空気
抵抗の軽減効果も高く、スイング時には独特
のスイング音でプレイヤーの感性を刺激する。

ハーフ・オクタゴン・フレーム

【打球時のフレーム変形を制御】
フレームの断面形状がラウンドとオクタゴン
（八角形）を融合させた形状で、打球時の
フレームの剛性を上げ、かつフェイス内側の
変形を抑えることで、面ブレを制御して高い
コントロール性能を実現する。

ブレイデッド・グラファイト

1984年に誕生したPro Staff Midに採用された素材。グラファイトを二重に成型するダブル・
ブレイド製法により、独特のホールド感を実現。その後、ハイパーカーボンを共に織り込むな
ど、さらなる進化も遂げており、今なお色あせることがないテクノロジーである。

トリプル・ブレイディッド・グラファイト ＋
バサルト・ファイバー

ラケットのフレックスを上げるために、従来よりも粗いブレイド（編み込み）に変更。粗い編み
込みに耐える剛性を持たせるために、バサルト・ファイバーを従来の３倍に増量!!シリーズ名
の通り、マイルドな打感と球持ち感に優れるブレイディッド・グラファイト製法を採用したの
がこのシリーズだが、カーボン繊維を編み上げる際に敢えて目を粗くすることでしなり感を向
上させ、より強い球持ち感を出して、高いコントロール性とスピン製を実現すると共に、しな
りすぎによるパワーロスを軽減するためバサルト・ファイバーを編み込んだ。素材の製法レベ
ルでフィーリングをコントロールする。

ウルトラ・ハイ・パフォーマンス・カーボン・ファイバー

バサルト・ファイバーより、さらに15％変形
制御率が高く、40％軽量になる新素材。Ｕ
ＬＴＲＡ ＸＰシリーズに採用。

ハイ・パフォーマンス・カーボン・ファイバー

バサルト・ファイバーより10％変形制御率が高
く、30％軽量になる新素材。フレームの変形を
制御することで、打球のスピードが向上します。

スピン・エフェクト・テクノロジー

回転を生み出すスナップバック
（ボールがラケット面をコンタク
トした時にストリングがズレて元
に戻る動き）をより大きくするた
めに生まれた、横糸が縦糸より
も少ないストリングパターン。

SPIN EFFECT TECHNOLOGY
16 × 15 STRING PATTERN

NORMAL PATTERN
16 × 20 STRING PATTERN ●ストリングのズレ幅

=3.3倍 

●ストリングの復元スピード

=69%UP 
●スピン回転量

10%UP

ベルベット・ペイント

「PRO STAFF」、「BLADE」に採用されてい
る最先端コーティングテクノロジー。コーティ
ングされた表面は、一見マットでざらついて
いる感じだが、実際に触ってみると、柔らか
く、しっとりした印象を与える。その感触は、
R.フェデラーこだわりのポイントでもある。

フローズン・スモーク・ペイント

世界の最先端コーティングのひとつで、
「BURN」に採用されている。直訳すると
“凍った煙”。それを表すかのように、光沢
を持ちながらもザラっとしたコーティング面
が特徴。ベルベット・ペイントと共にプレミ
アム・テクスチャー（極上の感触）を提供する。

コンフォート・フォーム

【新開発ウレタン素材を採用】
フレーム本体のグリップ部に新開発ウレタン
素材を採用。打球時の不快な振動や衝撃を
緩和し、快適な打球感を実現。ミスヒットな
ども多くなるボレー時を想定しての機能で、
ネットプレー重視のＵＬＴＲＡシリーズならで
はの機能。

パワー・プロファイル

【ＵＬＴＲＡ ＸＰ １１０Ｓ搭載の機能】
パワーを司るメインストリングがより長くなるよ
うにブリッジ部をＶ型形状に設計。スウィート
スポットの拡大と、打球時により強くストリング
が反発することで、軽快にボールが飛ばせる。

ファン・ストリング・パターン

ラケット先端部に向かってストリング・パター
ンが粗くなる構造。横方向へのスウィートエ
リアを拡大し、高いスナップバック性能を発
揮する。スピン、スライスなどの回転操作が
高まる。

エックス・ループ

ボックス形状とラウンド形状の特徴を兼ね備えたＤ型の断面形状をシャフト部とフェイス部で
反転させた形状。シャフト部ではしなり、フェイス部ではうねりとなって打球時に変形復元す
ることの相乗効果で、強力にボールを打ち出すと共に、自然な打球感、強力なスピン性、パワー
のすべてをバランス良く発生させる。強力なボールを正確に打ち出せるフレーム形状。

エックス・ツー・エルゴ・グリップ

利き腕と反対側のグリップフィーリングを高める。両手打ちバックハンドを打つ際、従来は両
手をつけてグリップを握るスタイルが普通だったが、錦織 圭を始め、現代のバックハンドを
武器とする選手達は、右手と左手の間に間隔が空く「スプリット・ダブルハンド」で打つケース
が増えている。そこで、ウイルソンは左手（左利きの場合は右手）を握るグリップ上部のグリッ
プサイズを調整可能とする「Ｘ２エルゴ・グリップ」を世界初採用。パーツを脱着することで、
グリップの上部部分を扁平方向に半サイズ太く調整でき、太くする範囲もショートパーツとロ
ングパーツの使い分けで選択可能。プレイヤーの好みに応じて太くする位置も変更できる。

アンプリフィール・360・テクノロジー

ウイルソンは現在、極上のフィーリングをもたらしてくれるＢＬＸ（バサルト・ファイバー＋カー
ボン・ブラック）をフレームに使用しています。
これをグリップ内部まで延長することで、フレーム全体の安定性の向上、軽量化、さらなる
フィーリング向上を実現します。（ＵＬＴＲＡ、ＴＲＩＡＤに搭載）

パラレル・ドリル

ストリング・ホールをストリングと平行に開けることで、通常よりもストリングのたわみが増加
し、スウィートスポットが広くなると共に、クリアな打球感が実現される。パラレル・ドリルの
場合、ストリングの接する点がフレームの外側にあるため、たわむ量が増加する。

ペリメーター・ウェイティング・システム（周辺加重機構）

フェイスの３時と９時の部分に配されたウェイト・システムで、慣性モーメントを高めることで打
球時の面ブレを抑え、より正確なコントロールを実現する。プロ・スタッフ・ミッドの時代から受
け継がれてきた伝統のシステムで、現在ではその他のシリーズにも採用される基本機能のひとつ。

フィフティ・フィフティ・ジオメトリー

３０歳を超えたフェデラーが、２０１４年にラケットを変更した際に出した、「フィーリングはその
ままに、スウィートエリアを拡大してパワーを上げてほしい」というリクエストに応えて生み出され
た新型のフレーム形状。自然なしなり感に優れるボックスタイプとパワフルなラウンドタイプの
両者の特徴を両立させ、強いボールを実現できる「新世紀のプロ・スタッフ」を完成させた。

ハンマー・バランス
【軽量でも打ち負けないパワーを生み出す】
ウイルソンが米国特許を取得しているのが「ハンマー・テクノロジー」。これはただのトップヘ
ビーバランスではない。ラケットをスイングしてボールを打つ際に、飛びや打感、スイングウェ
イト、スウィートスポットなどがプレイヤーの求める感覚にシンクロするように設計されたバラ
ンスで、だからこそ特許技術して認められ、他のブランドを使用できない独自のものでもある。

3D-F.S.　スリーディー・エフ・エス

360度方向へのダッシュ、ターン、キックなど、急激な動きをする際に使うフォアフット（前・
中足部）のサポート機能。ソール部分からアッパー、シューレースホールまでつながっている
「3Dフォアフット・サポート」が立体的にホールドし、ブレを抑制する。

SENSITIVE 3D-F.S.　センシティブ・スリーディー・エフ・エス

フォアフット部を集中的、立体的にサポートするテクノロジー。ストップ、ダッシュを繰り返す
際に安定感を発揮するほか、シームレス（縫い目がない）製法により、足とシューズのブレを
軽減する。

SLIM HEAL　スリム・ヒール

履き口部を、両サイドから引き締めたスリム設計のこと。人間が本来持っている衝撃吸収材＝
かかとの脂肪を有効活用して、衝撃吸収性能を高めるためのテクノロジーである。

3D-R.S.　スリーディー・アール・エス

後足部から着地をする “低速での走り”で効果を発揮する機能。後足部を立体的にサポート
することで、ブレなく正確かつ安全な着地を助ける。さらに着地のエネルギーをパワーに転
換させる役割もある。

COMPRESSION 2D-F.S.　コンプレッション・ツーディー・エフ・エス

着地時の足の動きをサポートすることで、足のアーチの動きを活かしつつ復元をサポート。激
しいフットワークでもブレずに追随するフィット感を生む。

RUBBER REINFORCED TOE & INNER DRAG PADS　ラバー・レインフォースド・トウ＆インナー・ドラッグパッド

RUSH PRO GLIDE採用テクノロジー。スライディング時にコートに擦れやすいつま先部分、内
甲（親指の付け根部分）の部分に補強した肉厚のラバーとパッド。シューズの耐久性を高める。
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UPPER

3D HIGH DENSITY ORTHOLITE SOCKLINER　スリーディー・ハイデンシティ・オーソライト・ソックライナー

インソールが柔らかいと実は安定感が悪くなる。クッション性を軽減することにより、安定感
だけでなく、耐久性、パワー伝達性も向上。“絶対的安定性能”を高める。

SOCKLINER

ORTHOLITE SOCKLINER　オーソライト・ソックライナー

耐久性、通気性、温度調整、抗菌性に優れたオーソライトと、サイドとかかと部分をEVA(軽
量で柔らかく弾力性がある素材 )で包む構造のインソール。柔らかさのあるEVAを足とシュー
ズ側面が接する部分に使うことで、角がとれ、本来丸い形のかかととの一体感が高まる。

クラシック

通常のグロメット（直径３.５
㎜）で、打球時のストリング
稼動域は２２度。

GROMMET VARIATION
ダブル・ホール

直径４.２㎜のグロメットホー
ルのことで、打球時のストリ
ングの稼動域は２６度。

パワー・ホール

９８年に開発された１.０㎝幅
のグロメットホール。打球時
のストリング稼動域は５６度。

2D FOREFOOT SUPPORT　ツーディー・フォアフット・サポート

RUSH PRO GLIDE、KAOS搭載テクノロジー。前足部を立体的にサポートするための機能で、
シューズ内での足のブレを抑えることで、一体感が高めている。ロスのないパワー伝達を可能
にするだけでなく、指の可動スペースを確保することで下半身が安定し、高い機動力を実現する。

Amplifel BELT　アンプリフィール・ベルト

足のサポート性が格段にアップするベルト。拇指球（親指の付け根）部分を始点に、小指球（小
指の付け根）、外くるぶし、かかとの上、内くるぶしを通り、足首に巻き付いた形状。人の足の骨、
筋肉をより補強するために配置されている。

足のサポート性が格段にアップするベルト。拇指球（親指の付け根）部分を始点に、小指球（小

SKIN GUARD　スキン・ガード

KAOS採用テクノロジー。アッパーに網目状に張り巡らされている伸縮性を持つラバーパーツ。
足全体を包み込むことでホールド性を高め、動作時にかかる足への負荷を最適化する。足本
来の機能を最大限に引き出す加圧システムとしても機能。

ENDOFIT　エンドフィット

タン全体が甲を包み込む形状のインナースリーブ。縫い目の違和感がなく、吸い付くような
フィット感が、足とシューズの一体感を高める。また、丸い形状の足首にフィットするように
シュータン自体も薄くなっている。

SENSIFEEL　センシフィール

アッパーのレイヤーを減らすことで、足回りの感覚を受容しやすくなり、屈曲性も増し、足回
りのストレスが軽減されるテクノロジー。プレイヤーが感じる“絶対的安定性能”を向上させる。 

STABLE CHASIS　ステイブル・シャーシ

中足部のテクノロジー。踏み込みの際に生じる足のねじれを抑制するだけでなく、足の角度
をも適正にしてくれる。

DYNAMIC FIT 1　ダイナミック・フィット1

前足部の高さを9mm、後足部を15mmに設計（高低差6mm）することで、360度方向への
俊敏な推進を実現させるもの。

R-DST+　アール・ディー・エス・ティー

インソールには軽量かつ弾性性能に優れた“ニューEVA”を採用。スリム・ヒールにより効果
を発揮するかかとの脂肪と相まって、衝撃吸収性、反発性を発揮する。

LONG HEEL COUNTER　ロング・ヒール・カウンター

土踏まず部分まで延長されたロング・ヒール・カウンターが、足を後ろから包み込むようにサ
ポート。踵部の安定性を高めることで安心感を発揮している。

MIDSOLE

DYNAMIC FIT 2　ダイナミック・フィット2

前足と後ろ足の高低差を9mm（後足部：18mm、前足部 :9mm）に設定。接地感覚、前方
への推進力を高めるだけでなく、内反捻挫の危険性を抑えている。

SPEEDY LAST　スピーディー・ラスト

前足部のラスト形状を、小趾球サイドに広げている（小指側に広げ、母趾球サイドを狭める）。
そうすることで、アクセルの働きをする小趾球（小指付け根）を、より効率良く動かせるように
している。

SLIDING CONTROL PLATES　スライディング・コントロール・プレート

RUSH PRO GLIDE採用テクノロジー。ハードコートでのスライディング性を確保するための
プレート型パーツ。ダッシュ時にグリップが必要な部分ではなく、スライディング時に必要な
位置に配置されている。

HIGH TRACTION & DURABLE RUBBER DURALAST　ハイ・トラクション＆デュラブル・ラバー・デュララスト

RUSH PRO GLIDE採用テクノロジー。グリップ力が高く、同時にハードコートでスライディ
ングしても問題とならない耐久性の高いラバーのこと。

COMPRESSION LAST　コンプレッション・ラスト

足のアーチの復元動作をサポートしやすいように、ラスト全体がコンプレッション性の高い設
計になっている。COMPRESSION 2D-F.S.の機能を発揮しやすいラスト設計といえる。

OUTSOLE

LAST

DURALAST　デュララスト

アウトソールの素材にデュララスト・スプリーム・ラバーを使用。耐摩耗性、反発性能を飛躍
的に高める。

PRO TORQUE CHASIS　プロ・トルク・シャーシ

アウトソール中足部に採用される特許テクノロジー。足のアーチを保ち、有害なねじれを防
止すことで、安定感を発揮するだけでなく、ダッシュ性能もアップさせる。KAOSにはPTC 
Lightを使用したPRO TORQUE CHASIS Lightを搭載している。

BAG TECHNOLOGY
THERMO GUARD 2.0　サーモ・ガード 2.0

バッグ内部に再生利用可能なシリカゲルペットと呼ばれる乾燥剤を内蔵。バッグ内の湿度を最適に保つことで、ストリングの
テンションロスや切れから守る。

レーザー・プリント・ロゴ

フェデラーの要望に対して、ウイルソンが考え出した独創的なロゴ・プリント方法。表面上に
塗られることがあたりまえだったロゴを、レーザー彫刻技術によって、内側に向けて刻むことで、
「左手での感触」にこだわるフェデラーを納得させた。
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WilsonTeam
　ウイルソンには、有望な若手選手、それを指
導するコーチ、日本一を目指す学校テニス部、
そして数々のイベントを運営するスタッフといった
ウイルソンチームが存在する。勿論その筆頭は錦
織やフェデラー、成長著しいラオニッチ、ディミ
トロフといった世界中のテニスファンを魅了する

プレイヤーによるものだが、選手の活躍だけで世
界一のテニスブランドは成立しないのも事実だ。
おなじみの顔ぶれもいるが、ここでは今後注目し
てほしいウイルソン・プレイヤー、そして日々テ
ニスの発展に貢献し、未来を作ろうとしているウ
イルソン・チームを紹介しよう。

ウイルソン・ブランドを支える
プレイヤー、スタッフたち

テニスクラブ、スクールに所属し、ウイルソン商品の販
売促進に取り組むと同時に、 新製品開発に向けて様々
な視点からフィードバックを届ける存在。現在 340 名。

1.WAS
［ウイルソン・アドバイザリー・スタッフ］

ウイルソンが開催する講習会、試打会イベントなどのサ
ポートを行うのがオンコートスタッフ・メンバー。テニス技
術が高いメンバーが集まっている。

2.Demo Team Staff
［少数精鋭のオンコートスタッフ］

次世代のトップを狙うジュニア・プレイヤーを発掘、育成
に取り組む。単なるテクニックだけでなく、人間的な成長
も促すことも目的としている。

3.Wilson Player's Coach
［次世代プレイヤー育成の担い手］

ウイルソン提携の各大学テニス同好会連盟から選ばれたプ
レイヤーチーム。大会ブースでの販売やイベント運営、試打
会などウイルソン・ブランドを多岐に渡ってサポートする。 

4.Wilson College Team
［プロモーション活動を支えるサポーター］

Advisory

プレイヤー・サポート・メンバーのスーパーバイザー。“NEXT 
GENERATION”の発掘、ジュニア・プレイヤーの育成に力
を入れている。 

西野真一・栄　Player Support Members

アポロ・コースト・テニスクラブ所属。プレ
イヤー・サポート・メンバーとして、ジュニア
の指導を中心に活動を行っている。その
熱心な指導は高い評価を受けている。 

向 範　Player Support Members

アポロ・コースト・テニスクラブ所属。ジュニアの指
導を中心に行うと同時に、全日本ベテランテニス選
手権・35 歳以上の部、シングルスで優勝の経験
がある。現在もプレイヤーとして活動を続けている

向 和彦　Luxilon Players

愛知を拠点に置き、日々 、主婦やシ
ニア層を中心にコーチを行っている。
ウイルソンが厚い信頼を寄せている
実力派アドバイザリースタッフである。

尾林恵子　WAS

テニスに深い造詣を
持ち、ウイルソンが
信頼を寄せる外部ア
ドバイザー。

Mr.K

Wilson Players

2016年は、自己最多の
58勝を達成。それは、す
べてのサーフェスで安定し
た成績を残せたという証明。
もう倒していない選手はい
ない。グランドスラム優勝
の時はそこまで来ている。

錦織 圭
BURN

ケガから復帰した昨年は、
ウィンブルドンで決勝進出を
果たすなど見事復活。キャ
リアハイ3位に上り詰めて、
今年はさらなるステップアッ
プへ。ビッグサーブがさらに
うなりを上げるはず。

ミロシュ・ラオニッチ
BLADE

2016年、キャリアハイ11
位で終了。“柔よく剛を制す”
を体現するかのように、小
柄ながら、コートカバリング、
展開力で相手を翻ろうする。
トップ 10に定着するのも、
時間の問題だろう。

ダビド・ゴファン
BLADE

度重なる左手の故障から昨
年、奇跡の復活。大柄な
がら俊敏さを持ち、深い懐
を生かしてエースを放つ、か
つてのテニスは健在だった。
復活 2年目、今年は一気に
トップ選手復活となるはず。

ファン・マルティン・デルポトロ
BURN FST

史上最高と謳われるレジェン
ド。史上最多 18回のGS
優勝がすべてを物語る。昨
年は故障に見舞われたが、
万全で復帰。グランドスラム
での新たな勲章を手にする
可能性も夢ではない。

ロジャー・フェデラー
PRO STAFF

全豪ベスト8、全米ベスト
4と結果を残した2017年。
自信の表れは、「すべての面
でよくなった」という言葉に
現れている。天性の身体能
力を生かした爆発力は、誰も
が目を奪われるものだ。

ガエル・モンフィス
BLADE

すべてのショットでエース級
を放てる天才。それがあだ
になり、結果が出ない時期
もあったが、それも過去の
話。解き放たれた2017年、
ツアーで最も危険な相手と
警戒されるはず。

グリゴール・ディミトロフ
PRO STAFF

プロ歴 20年のベテラン・
サウスポー。35歳となって
も、フォアの強打、そしてネッ
トプレーという攻撃的スタイ
ルは変わらず。確かな技術
を生かしてダブルスでも結
果を残してきている。

フェリシアーノ・ロペス
ULTRA

高い身体能力を生かしての
パワフルなサーブ、フォアハ
ンドが持ち味だが、ネットプ
レーも得意としている。その
多様さが、ツアーで生きる
のも時間の問題。要注目
の日本人プレイヤーだ。

内山靖崇
BLADE

チェコが生んだ大型サウス
ポー。182㎝の長身を生か
したサーブ、フォアハンドが
武器で、ウィンブルドンで2
勝を上げているとおり、早い
テンポも苦にしない。ツアー
参戦は後半となる予定だ。

ペトラ・クビトバ
PRO STAFF

昨年はウィンブルドンで7度
目の優勝を果たし、オープ
ン化以降史上最多となるグ
ランドスラム 23勝に。35
歳となったが、衰える気配
はない。新記録達成に向
けて死角はなさそうだ。

セリーナ・ウイリアムズ
BLADE

グランドスラム7勝をあげた
のは2000年代前半。だ
が、36歳となった今でもフィ
ジカルをキープしており、昨
年はツアー通算 49勝目を
マーク。今なお、トップの力
があることを示している。

ヴィーナス・ウイリアムズ
BLADE

日本人切ってのハードヒッ
ター。その威力は、誰もが
警戒するほど。実際、ワウ
リンカを倒す金星をあげたこ
とも。今年は故障から復活
の年。再びドラゴンショット
がうなりを上げる。

伊藤竜馬
BURN

アメリカの“次世代”スター。
プロ入り以降、着実に成
長を続け、昨年はついにトッ
プ 10入り。オールラウンド
なテニス、メンタルの強さこ
そ彼女の長所だ。

マディソン・キーズ
BLADE

168㎝と小柄だが、大きなス
イングで放つ強力なストロー
クなどプレースタイルは非常
にパワフル。2014年全仏
で準優勝となると、3年連
続でトップ 5をキープ。GS
優勝も時間の問題だろう。

シモナ・ハレプ
BURN

2015 全 仏・2017 全 豪
のダブルス覇者の武器は、
フォアハンドの強打。左利
きならではのカウンターはも
ちろん、テンポの速い攻撃
で攻めることもできる。飛躍
の年となりそう。

ルーシー・サファロバ
ULTRA

大学テニス同好会所属の女性から選出される親善大
使。社員に負けない意識、知識を持ち、イベントではカレッ
ジチームとのタッグで、プロモーション活動を行う。 

5.Miss Wilson
［ウイルソン・アンバサダー］

現役選手の四大大会優勝回数は実に53!（フェデラー18、デルポトロ1、
セリーナ23、ヴィーナス7、アザレンカ2、クビトバ2） GS 男女歴代最多
優勝記録を持つ フェデラー、S. ウイリアムズ、そして錦織など多くの才能が、
ウイルソンを愛した歴代No.1の歴史、伝統を受け継いでいる。

6.Wilson Players
［ウイルソン・プレイヤーズ］

ATP,WTAの世界のトップクラスの選手をはじめ、数多
くのプレイヤーがルキシロンストリングスを使用し活躍を続
けている。

7.Luxilon Players
［ルキシロン・プレイヤーズ］

ウイルソンがサポートする高校テニス部。ウイルソンのプロ
モーションメンバー が中心となって、全国選抜などの大会
期間中はもちろんのこと、日々 サポートを行っている。

8.Wilson School Team
［日本一を目指す高校テニス部］

今年で 7年目を迎えた、ウイルソンのヒト、モノ、コトをフィーチャーするウイルソンウェブマガジン。
気になる製品情報、プレイヤー、ツアーの裏側にも迫るコンテンツを毎月 20日に更新中！WILSON WEB MAGAZINE

今や世界のテニスを席巻する錦織 圭を筆頭に、
ロジャー・フェデラー、セリーナ・ウイリアムズの
ツアーレポートをアップ。ウイルソンならではの視
線で見るプレイヤーの素顔。

PLAYERS

製品情報の詳細について知識を深めることがで
きるコンテンツ。ラケット、シューズ、ストリングを
知れば、さらなるレベルアップのチャンスに出会
えるかもしれない！

PRODUCTS

ウイルソン契約選手の活躍をまとめた四大大会
レポート。優勝者に目が行きがちなグランドスラ
ムも、視点を変えたレポートを読めば、今後の
観戦がさらに愉しくなってくる！

GRAND SLAM

インタビューやイベントレポート、用具の豆知識
を紹介する、まさにスペシャルなコンテンツ。テ
ニスファンならご存知のミス・ウイルソン情報も
掲載中！

SPECIAL

大好評のモニターキャンペーンや、ミス・ウイル
ソンのWEB投票を実施する期間限定のコンテ
ンツもスタート！話題のラケットやシューズ、ストリ
ングを先取りするチャンスはここでGETしよう！

CAMPAIGN

公式HP http://www.wilson.co.jp/
 https://twitter.com/weye1
 https://www.facebook.com/wilsontennis.jp
 https://www.instagram.com/wilsontennisjp/

 https://twitter.com/weye1ツイッター

 https://www.facebook.com/wilsontennis.jpフェイスブック

 https://www.instagram.com/wilsontennisjp/インスタグラム

今回のカタログでは、ラケット、ストリングのページで、以下 5名のアドバイザリーの方 に々よるコメントを掲載しております。
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